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ロジ研 年間統一テーマ ～ 和衷共済 ～ 

◇『宜しくお願い申し上げます』 

東ト協 副会長  松原 伸行 

〔大田支部 ㈱松原運送〕 
この度、副会長という重責を務め

させていただきます、株式会社松原
運送代表取締役 松原伸行です。何
卒よろしくお願い申し上げます。 
私と協会との関わりは３０歳頃よ

り支部の青年部に参加したのが始ま
りで、平成１７年に本部の青年部本

部長、平成２８年より大田支部長を３期６年務めて参りました。
その間トラック時報の編集や、協会のテーマソングの製作、事
故防止委員としてドラバーコンテンストの運営、旧事故防止大
会を開かれた発信型のイベント、現在のトラックフェスタへと
変革していく準備作業にも携わって参りました。 
この度副会長としての担務は、適正化事業指導委員長、緊急

輸送システム検討委員長、カードロッカー・駐車場委員長、会
員増強プロジェクト副担当です。わからぬことも多い任務です
が、一つひとつ丁寧に努め、必要な見直しも行って参ります。  
東ト協全体の運営としましては、浅井会長の提唱されている

「会員重視の協会」を具体的に実感できるものとして、中小零
細が大半の業界に於いて、「小さな者が取り残されない」とい
う事を念頭にすすめて参りたいと考えております。 
また青年部の経験やその後のかかわりを通じて、日本のトラ

ック業界は東京都がリーダーシップを執っていくべきと実感
しております。その実現にも微力ながら努めて参りたいと思っ
ております。 
私も末席に籍を置かせていただいております、ロジスティク

ス研究会の皆様のご意見、アイディアを頂きながら邁進して参
りたいと思っておりますので、お力添えを宜しく御願いいたし
ます。 
 

 
 

◇『ロジスティクス研究会の皆様』 

東ト協 副会長  鈴木  隆志  

〔港支部 ㈱日本ｶｰｺﾞｴｷｽﾌﾟﾚｽ〕 
この度、副会長を仰せつかりまし

た鈴木隆志です。ロジスティクス研
究会の皆様、御指導のほどお願い申
し上げます。 

担務は、税制金融委員長、近代化基
金運営委員長、物流政策委員長代理
を拝命しております。学ぶばかりの

スタートになるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 
私は大学卒業後、都市銀行に入社し金融マンとして渉外・融

資・外為・リクルーター業務に従事、奔走しておりました。し
かし父（先代）が病に倒れ、株式会社日本カーゴエキスプレス
（港支部）を事業承継いたしました。金融業界から物流業界に
飛び込み、戸惑いながらも既に 30 年以上が経っております。
事業は社名から感じられるかも知れませんが、国内航空貨物が
創業事業となります。今では一般貨物輸送を中心として資材販
売、倉庫、アウトソーシングの事業形態となっております。 
協会の活動は、2012 年港支部副支部長に指名され 6年。その

後４年港支部長を担当させて頂きました。支部長時には、総務
委員会と総務小委員会にて様々な経験をさせて頂き、協会の運

営の一端を学ぶ事ができ、ありがたい時間となりました。お世
話になりました方々に御礼申し上げます。 
今まで法人会や異業種勉強会、社交団体、奉仕団体等に所属

し、情報交換や交流を広げてまいりましたので、決して本業に
ついて詳しいと自信を持って言えないのですが、業界を取り巻
く課題を考えれば様々な他の業界の情報も必要と考えます。今
までの経験が少しでも活かすことができれば幸いかと存じま
す。今更ながらではありますが、改めて物流を学び、微力なが
ら協会を通じ運輸業界の為に御役に立てますよう頑張りたい
と思います。よろしくお願い申し上げます。 
 

 

◇『ロジ研の皆様へ』 

東ト協 副会長  大髙 一義  

〔杉並支部 ㈱オータカ〕 
２年前の役員改選で当時の副会長

はどんな寄稿をされたのだろう、と

東ト協ホームページの「ひびき バ

ックナンバー 令和２年 7 月号」を

見た所、ロジ研副本部長新任の自分

の寄稿があり驚いたとともに「なん

だ、自分の寄稿か。参考にならない

な」とガッカリ致しました。このように私の東京都トラック協

会やロジ研における職歴というのは決して長くありません。 

これまで私は業界において、杉並輸送事業協同組合の理事長

を２期４年務め、その後令和２年より第８代 杉並支部長とロ

ジ研副本部長を拝命致しました。自分の会社においては「死ぬ

まで社長」も可能かも知れませんが、公職になると必ずバトン

タッチをしなければなりません。過去、杉並支部の大先輩方は

良くも悪くも、本部で活躍されたと聞いております。時代は大

きく違いますが、あの頃の活気溢れる杉並支部に戻したい！そ

んな思いを支部の後輩たちと共有しながら理事長、支部長時代

の６年間は後輩の育成に重点を置き精力的に活動をしてきた

つもりです。 

ロジ研での在籍期間も短く、まだまだ「鼻たれ小僧」です。 

平成 30 年に関東運輸局長表彰を頂き、その後ロジ研納涼会

で皆さま方に「お祝い」をして頂きました。ロジ研では大した

活動実績もないこんな私に対してです。また別の席上、とある

方にお声がけ頂き「あなたのお父さんの写真をこうして持ち歩

いているんだ」と手帳に挟まった父の写真を見せて頂き、語ら

れた暖かい言葉に目頭が熱くなった事を記憶しております。そ

の時、心の底から、少しでもこの業界にご恩返ししたい、トラ

ック業界の取り組みや活動を社会にもっと認知させたいと思

いました。 

ロジ研は仲間を大切にする、とても温かみのある組織です。 

私のようなロジ研会員もまだまだ沢山いると思います。今後も

引き続き、一人でも多くのメンバーを募って、タイムリーな情

報の交換や、誰でも意見を発せられるような組織作りをお願い

致します。 

 

 

◇スケジュール《○ロジ研行事予定》   

○ 8/ 2（火） 15:30～ 正副本部長会議（東ト総合会館 6 階研修室） 

○ 〃 17:00～ ロジ研納涼会（明治記念館） 


